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分
野
で
活
用
す
る
こ
と
は
想
定
さ
れ
て
お

ら
ず
、
ま
ず
は
年
金
・
医
療
・
介
護
保
険
・

福
祉
・
労
働
保
険
・
税
務
の
６
分
野
に
限

っ
た
ス
モ
ー
ル
ス
タ
ー
ト
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。

２
．
番
号
制
度
の
利
用
ケ
ー
ス

（
番
号
制
度
で
何
が
で
き
る
か
）

　

大
綱
に
は
、
番
号
制
度
が
具
体
的
に
利

用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
と
し
て
現
時
点
で
想
定

さ
れ
て
い
る
も
の
が
、
以
下
の
と
お
り
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。

⑴
社
会
保
障
給
付

「
総
合
合
算
制
度
（
仮
称
）」
が
導
入
で

き
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、「
低
所

得
者
の
家
計
に
過
重
な
負
担
を
か
け
な

い
」
観
点
か
ら
、
社
会
保
障
の
各
制
度
単

位
で
は
な
く
家
計
全
体
を
ト
ー
タ
ル
に
捉

え
て
医
療
・
介
護
・
保
育
・
障
害
に
関
す

る
自
己
負
担
の
合
計
額
に
上
限
が
設
定
さ

れ
る
と
い
う
制
度
で
あ
り
、
民
主
党
政
権

が
そ
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
も
の
で
あ

る
。
番
号
制
度
の
導
入
が
制
度
実
現
の
前

提
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療

養
費
制
度
の
現
物
給
付
化
も
掲
げ
ら
れ
て

い
る
。
現
行
で
は
、
高
額
医
療
・
高
額
介

護
合
算
療
養
費
制
度
の
一
年
度
（
８
月
か

ら
翌
年
７
月
）
の
費
用
負
担
が
自
己
負
担

限
度
額
を
超
え
た
場
合
、
い
っ
た
ん
費
用

計
の
内
容
等
に
つ
い
て
、
今
後
の
番
号
法

案
策
定
作
業
を
念
頭
に
政
府
・
与
党
と
し

て
の
方
向
性
を
示
す
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
大
綱
は
、
番
号
法
案
の
原
案

と
言
え
る
。

　

大
綱
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
２
０

１
１
年
７
月
７
日
か
ら
同
年
８
月
６
日
ま

で
）
に
付
さ
れ
、
必
要
な
点
に
つ
い
て
は

修
正
が
行
わ
れ
、
２
０
１
１
年
秋
以
降
、

可
能
な
限
り
早
期
に
番
号
法
案
が
国
会
に

提
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
個
人
に
付
さ
れ
る
「
番
号
」
の

名
称
は
公
募
に
よ
り
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」

に
決
定
し
た
。

　

本
稿
で
は
、
番
号
制
度
に
関
し
、
大
綱

に
記
載
さ
れ
た
事
項
の
う
ち
、
基
本
方
針

や
要
綱
に
関
し
て
こ
れ
ま
で
本
誌
で
解
説

し
て
い
な
い
点
に
つ
き
、
簡
単
に
ま
と
め

る
。

１
．
な
ぜ
番
号
制
度
を
導
入
す
る
の
か

　

大
綱
で
は
、
番
号
制
度
を
、
主
と
し
て

給
付
の
た
め
の
「
番
号
」
と
し
て
制
度
設

計
す
る
こ
と
を
前
面
に
押
し
出
し
て
い
る
。

　

税
務
分
野
だ
け
で
は
な
く
、
国
民
に
も

メ
リ
ッ
ト
と
な
る
社
会
保
障
分
野
を
は
じ

め
、
行
政
全
般
、
最
終
的
に
は
民
間
部
門

に
お
い
て
も
活
用
で
き
る
制
度
を
目
指
し

て
い
る
。

　

一
方
で
、
制
度
導
入
当
初
か
ら
幅
広
い

　

２
０
１
１
年
６
月
30
日
、
政
府
が
「
社

会
保
障
・
税
番
号
大
綱
」（
以
下
、
大
綱
）

を
決
定
し
た
。

　

大
綱
は
、
社
会
保
障
と
税
に
関
わ
る
番

号
制
度
（
以
下
、
番
号
制
度
）
に
関
し
、

２
０
１
１
年
１
月
31
日
に
政
府
が
決
定
し

た
「
社
会
保
障
・
税
に
関
わ
る
番
号
制
度

に
つ
い
て
の
基
本
方
針
」（
以
下
、
基
本

方
針
。
本
誌
２
０
１
１
年
４
月
号
）
お
よ

び
２
０
１
１
年
４
月
28
日
に
公
表
さ
れ
た

「
社
会
保
障
・
税
番
号
要
綱
」（
以
下
、
要

綱
。
本
誌
２
０
１
１
年
７
月
号
）
を
踏
ま

え
進
め
ら
れ
て
き
た
検
討
に
基
づ
き
、
具

体
的
に
法
令
そ
の
他
で
措
置
す
る
制
度
設

制
度
が
導
入
さ
れ
た
と
し
て
も
、
直
ち
に

税
務
当
局
に
把
握
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

た
だ
し
、
今
後
、
税
務
当
局
に
提
出
さ

れ
る
法
定
調
書
の
範
囲
を
拡
充
す
る
こ
と

に
つ
い
て
検
討
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
の
で
、
将
来
的
に
は
、
預
金
や
公

社
債
の
利
子
に
つ
い
て
も
調
書
の
提
出
対

象
と
な
り
、「
番
号
」
が
記
載
さ
れ
る
対

象
に
な
る
可
能
性
は
あ
る
。

３
．
金
融
機
関
の
顧
客
に
求
め
ら
れ

る
番
号
告
知

　

金
融
機
関
の
顧
客
は
、
市
町
村
長
か
ら

通
知
さ
れ
た
「
番
号
」
を
、
金
融
機
関
に

告
知
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
制
度
導
入
当
初

よ
り
、
金
融
機
関
に
あ
る
す
べ
て
の
既
存

口
座
に
番
号
を
付
す
こ
と
は
実
務
上
非
常

に
困
難
で
あ
り
、
告
知
す
る
顧
客
へ
の
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
や
十
分
な
経
過
措
置
を
設

け
る
こ
と
な
ど
が
、
今
後
の
検
討
課
題
に

な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

４
．
本
人
確
認
の
方
法

　

大
綱
で
は
、
本
人
確
認
の
方
法
と
し
て
、

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
、
対
面
で
の
本
人
確
認
や

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
認
証
に
活
用
す
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
は
希
望
者
に
の
み
申
請
に
よ
り
配

ら
れ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
Ｉ
Ｃ

を
立
替
払
い
し
、
年
度
終
了
後
に
申
請
に

よ
っ
て
、
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
金

額
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

番
号
制
度
が
導
入
さ
れ
れ
ば
、
自
己
負

担
限
度
額
の
上
限
に
達
し
た
あ
と
で
も
、

国
民
が
医
療
機
関
や
介
護
事
業
者
に
費
用

を
立
て
替
え
る
こ
と
な
く
、
医
療
・
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
と
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
は
、
健
康
保
険
法
に
基
づ
く
給

付
金
支
給
に
当
た
っ
て
の
他
制
度
の
給
付

状
況
の
確
認
（
傷
病
手
当
金
の
支
給
に
当

た
っ
て
の
障
害
年
金
等
の
給
付
状
況
確
認

等
）
や
児
童
扶
養
手
当
の
認
定
に
当
た
っ

て
の
公
的
年
金
の
受
給
状
況
の
確
認
な
ど

が
容
易
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
給
付
過

誤
や
給
付
漏
れ
、
二
重
給
付
等
が
防
止
で

き
る
と
さ
れ
て
い
る
。

⑵
所
得
把
握
の
精
度
の
向
上

　

大
綱
で
は
、「
番
号
」
を
、
税
務
当
局

が
行
う
国
税
・
地
方
税
の
賦
課
・
徴
収
に

関
す
る
事
務
（
申
告
書
の
処
理
、調
査
等
）

に
活
用
す
る
と
し
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
納

税
者
番
号
と
し
て
活
用
す
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
税
務
当
局
が
取
得
す
る

各
種
所
得
情
報
や
扶
養
情
報
に
つ
い
て
、

「
番
号
」
を
用
い
て
効
率
的
に
名
寄
せ
・

突
合
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
よ
り
正

確
な
所
得
把
握
に
資
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
正
確
な
所
得
の
把
握
の
た
め

に
は
、「
番
号
」
付
き
の
支
払
調
書
等
が

提
出
さ
れ
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
大
綱
で
は
、「
番
号
」
の

記
載
が
求
め
ら
れ
る
申
告
書
・
法
定
調
書

等
は
既
存
の
も
の
を
対
象
と
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
現
行
で
は
調
書
が
提
出
さ
れ

て
い
な
い
取
引
・
所
得
（
例
え
ば
、
預
金

や
公
社
債
の
利
子
）
に
つ
い
て
は
、
番
号
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図表　社会保障・税番号制度の実施スケジュール

2011年秋以降 可能な限り早期に番号法案内および関係法案を各界に提出→法案成立後、可
能な限り早期に第三者機関を設置し、業務を開始

2014年６月 個人に「番号」、法人等に「法人番号」を交付

2015年１月以降「番号」を利用する分野のうち、社会保障分野、税務分野のうち可能な範囲で「番号」の利用を開始

2018年 それまでの番号法の執行状況を踏まえ、利用範囲の拡大を含めた番号法の見
直しを行うことを引き続き検討

カ
ー
ド
を
持
た
な
い
顧
客
で
あ
っ
て
も
、

「
番
号
」
を
国
民
に
通
知
す
る
書
類
ま
た

は
「
番
号
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
住
民
票

の
写
し
と
、
運
転
免
許
証
な
ど
写
真
付
き

の
書
類
を
用
い
て
本
人
確
認
で
き
る
仕
組

み
な
ど
が
今
後
、
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

５
．
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

番
号
制
度
の
導
入
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
図

表
の
と
お
り
で
あ
る
。
要
綱
か
ら
大
き
な

変
更
は
な
い
が
、
２
０
１
８
年
を
目
途
に

番
号
法
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
を
引
き
続

き
検
討
す
る
こ
と
が
新
た
に
記
載
さ
れ
て

い
る
。
こ
こ
で
、
番
号
制
度
が
行
政
全
般

あ
る
い
は
民
間
で
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
つ

い
て
検
討
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

た
だ
し
、
番
号
制
度
の
導
入
時
期
は
制

度
設
計
や
法
案
の
成
立
時
期
に
よ
り
今
後

変
わ
り
得
る
た
め
、
あ
く
ま
で
も
目
途
と

し
て
示
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。 
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